　　
水都大阪の河川・水路
　　　大阪湾を美しく保つ

　　　　画期的な提案！

高槻市の環境団体が提唱してる

秘策を紹介いたします

	高槻市道路河川環境守る会（NPVO）

　　（大阪府“アドプトリバー”加盟団体）

公式ホームーページ

http://www.geociites.jp/asshor15/


大阪湾を守ろう！　大阪湾を美しく！　　　
大阪湾に流すな、ごみ、空き缶を！
上流の都市からの空き缶は大阪に向かって流れて行きます。

大阪湾を守るためには上流の川や水路に空き缶を落とさない、ポイ捨てしないことが重要です。

しかしポイ捨て防止のモラル遵守には限界があります。

水路に空き缶が落ちない対策も合わせて考えることが賢明かと思います。
今まで見過ごしてきた盲点があり、画期的な対策があります。

高槻市の水路はこの対策で見違えるように水路がきれいになりました。

清掃費用も減少しました。高槻市のボランティア団体の提案、発想を高槻市が

全面的にバックアップしています。

高槻市の一環境団体の提案が全国の自治体に反響を巻き起こし、
高槻の一環境ボランティア団体のアイデアが全国で実行されています。

全国から賞賛のメールがたくさん来ています。（下記に貼り付け）

	　　　　　　　　皆さんへの質　問

さてこの写真を見て、空き缶を水路に落とさぬようにするには！

どうすればいいでしょうか？
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正　解
水路や河川の防護柵の下部には1３センチの隙間（全国画一）があります、
その隙間から空き缶が簡単に落ちて水路・河川に流れるのです
だから、その隙間を狭く5センチに詰めれば落ちないのではないでしょうか？
隙間１３cmでは空き缶が落ちます。この空き缶を拾い上げるのに多額の税金が 

　使われているのが現状です。
この隙間が5ｃｍだったら空き缶はSTOP！　　落ちません！
水路に落とさない工夫をするのが賢者ではないでしょうか？
空き缶は植物性ではないので堆積する一方です
私共の活動は　２００４年８月２１日（土）NHK総合「地球大好き！
　　　　　　環境新時代」で放送されました。　また、大阪湾の清掃作戦を毎年行い
　　　　　テレビ、新聞で大きく取り上げられている　[JEAN」　No．１１９号に
掲載されました。（２００４年８月２６日発行）
　　　　　　




提言に応えて
反応第１号！実現しました！
早速提言に応えてすぐ施工した自治体があります。写真をご覧下さい！

水路に落ちずに止まっているでしょう！　すぐ拾い上げられますね

拾い上げるのに税金を使わなくても済みますね！

さてこの自治体は関東のすぐやる市です （下の写真３枚）
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下記の写真は我がボランティア団体で取り付けたポール
どうです！落ちないでしょう止まっているでしょう！

全国の水路で施工してくださいね！
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	緑の棒で隙間を狭くしました
	緑の棒を隙間に詰めました
	下の隙間に白い棒を入れました


洗濯物干し竿などが適材です！

地元、高槻市もこの提言を評価し、郡家新町（有名な今城塚古墳の近辺）に実験モデル区間を設定しました (９頁高槻市の回答に写真等詳細あり）
高槻市土木部道路河川室維持課課長岡部茂課長が賛同され、新設、更新工事の際に採用されています。
高槻市で早速”実験モデル区間が設定されました。場所は群家新町です。地元では大好評！見学申し込みは建設部道路河川室維持課　岡部　茂課長まで問い合わせを！０７２－６７４－７５３４
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	高槻市群家新町15,16,17
ハイツ阪井前
	空き缶・ごみは落ちません
郡家新町第２自治会看板前


　メーカーが隙間を埋めた新鉄柵を製品化したそうです 


　各企業・団体から及び全国の自治体からの回答集
食品容器環境美化協会の回答
　実効が見込める、優れた提案だ　！　　　　　　　　　　　
　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。当協会は、ビール・清涼飲料などの飲料メーカーが設立した公益法人でございまして、「飲料容器の散乱防止」を中心とした「まち美化の推進」に努めている団体でございます。このたび、当協会の会員であります、キリンビール（株）、アサヒビール（株）、サントリー（株）の３社から、貴会の「水路に落とすな空き缶」活動についてお聞きいたしました。実効が見込める、優れた提案活動であると存じます。貴提案に沿った改善が多くの場所で実行に移され、河川への飲料空き容器の落下が減少することを期待しております。
さて、当協会では、主として①「ポイ捨て防止の啓発」、②「実効があがるまち美化手法の普及推進」、の2面から「飲料容器の散乱防止」、さらには「まち美化の推進」を進めております。①「ポイ捨て防止の啓発」については、媒体広告などを通じて、これを呼びかけるのみでなく、環境学習の支援を通じて、将来の大人である小中学生の啓発に努めております。　また、②「まち美化の推進」については、いま全国で急速に普及しつつあります、新しいまち美化手法「アダプト・プログラム」の導入を、全国に提案しております。既導入の各地から「まちが以前よりきれいになった」「まちづくりに効果があった」どの声が寄せられております。　貴会の提案活動と、当協会の事業活動が互いにあいまって、散乱ごみの少ない、きれいで快適な生活空間が広がりますよう、当方の事業計画に沿って、さらに努力をいたして参る所存でございます。末筆ではございますが、貴会のますますのご活躍とご発展をお祈り申し上げます。
社団法人食品容器環境美化協会　業務部長　谷津　直生　　　　


クリーンアップ事務局（JEAN）　小島　あずさ
自治体が防護柵の幅を変えるだけで貢献できる！
　

水路・河川に流入する空き缶たいさくについてのご提案を拝見しました。川の幅のことなどは不勉強なこと存じませんでした。
ゴミ対策はすべて発生抑制が一番大事なことではありますが、
出てしまうものを散乱させないとか、回収しやすくするなどの仕組みの整備や工夫もとても大切な事だと思います。
当団体では、国際的なネットワークのもとに、調査をかねた海岸や河川などのクリーンアップを行って１５年目になります。
日本のように河川や水路が多く、地形の急峻な土地では、海岸に漂着散乱するゴミの６割から８割（場所によって違う）が河川由来と推察されます。水路からの流入を減らす事によって散乱が防げるというのはまさにご提案の通りで、自治体が防護柵の幅（下部の隙間）を変えるだけで貢献できると言うのは素晴らしい事ですね！
２００４．７．７　　クリーンアップ事務局　http://www.jean.jp

白鶴酒造株式会社からの返答
素晴らしい効果がある！
拝復時下ますますご清栄のこととお喜び申しあげます。
平素は、清酒白鶴をはじめ当社製品に格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。
まず、お返事が遅くなりましたことをお詫び申しあげます。
さて、ご提案しておられます空き缶落下防止用防護鉄柵につきまして、確かに空缶の散乱防止に素晴らしい効果があるものと存じます。多くの自治体で採用され、河川や水路からゴミとなった空缶が一掃されれば、と願っております。当社ではＩＳＯ14001の認証を取得するなど、環境にやさしい企業になるべく日々努力を続けております。同じ志を抱き、地球環境を良くするために大いに寄与しておられる貴会の活動に大いに敬意を表します。
貴会のますますのご活躍を祈念いたしております。
まずは、ご連絡まで。　　　　　　　敬具
大関株式会社からの回答

貴会の活動に敬意！
提案を実行することで多大な効果！
高槻市河川・道路の環境と安全を守る会（NPVO）様
時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
「空き缶を水路・河川に落とさない画期的な提案」につきましてのメールを確かに頂戴いたしました。貴会の活動に敬意を表したいと思います。
貴会の提言のとおり、空き缶のポイ捨て対策は、ソフト面のモラルに訴えることが大事ではありますが、ハード面での対策も非常に大事であると思います。
メールおよびホームページを拝見し、貴会の提案を実施することで多大な効果があがっていることが分かりました。
各自治体におきましては、この提案を受け入れていただき、今後製作する防護柵設置の際の参考にしていただきたいものと考えます。
弊社だけではありませんが、ポイ捨て防止・空容器の資源へのリサイクルなど、環境保全の啓発をより推し進め、街の美化推進に役立てればと考えております。
貴会の益々のご活躍をお祈り申し上げます。
平成16年8月9日
日本マクドナルドお客様サービス室" 
非常に有効な方法
日時 : 2004年8月19日 11:18
平素よりマクドナルドをご利用頂き、誠にありがとうございます。
また、弊社開設のホームページをご閲覧下さり心より御礼を申し上げます。
貴会ホームページを拝見し、水路・河川の空き缶落下防鉄柵に
ついてのご提案は、河川の美化を守るために非常に有効な方法だと
思います。
美しいまちづくりのために、日々努力をされている貴会の活動を
心より敬意を表したいと存じます。

環境問題がますます厳しくなる中で、弊社と致しましても、
自らの企業活動が環境に影響を与えることを、常に意識し、より一層
努力して参る所存でございます。

尚、店舗においての廃棄用ポールにつきましては、店舗で回収業者
に委託し廃棄をすることになっておりますが、ご要望につきましては、
関係部に伝えまして、今後の検討課題とさせて頂きます。

この度は貴重なご意見をお寄せ下さいました事を感謝申し上げますと共に、
貴会の今後益々のご活躍をお祈り申し上げます。
　

NPO法人　Service For Peace 大阪支部の回答
　　（大阪みなみ　アメリカ村を美しい街に！）
高槻市河川・道路の環境と安全を守る会(NPVO）　様
数センチという防護柵の隙間の幅に注目されるというアイデアは、なかなかお役所の方々や一般の方には、発想できない画期的なアイデアだと思います。
ハード面においても、こういうアイデアの積み重ねで、自然にも優しいまちづくりが出来れば、理想的だと思います。また、最近、ソフト面の重要性もつくづく感じております。
サッカーのアジアカップでの中国サポーターのブーイングは、予想以上のものでした。彼らの世代は、直接戦争を体験したわけでもないのに、反日感情は異常なものです。若者たちへの民主化への要望を避けるため、愛国教育の名のもとに反日教育を国家方針とした教育の誤りのツケの大きさを感じます。
自治体は、どこも財政難で苦しんでおりますが、教育の誤りは、結局、大きなツケとなって、その対策に莫大な予算を必要する結果を生み出します。環境問題や公害問題、そして諸々の問題に、自治体が予算を割かなくてもいいような、数十年先の国家像を見据えた教育が実現される
ことを期待してやまない今日このごろです。
　 URL：http://www.sfpjapan.org
　



全国の自治体からの返答集

淀川・大和川流域の各市役所へ平成１４年１０月（大和川流域自治体ほかへは１２月）水路の防護鉄柵対策で提言メールを発信し、その後関東以西の市制をしいている都市に送信完了しましたが反応なしの自治体がかなりあります。　大阪府茨木市の回答がトップでした。自治体によってどうしてこんなに差があるのでしょうか？　返信頂いた全国の自治体の皆さんへ 返信ありがとうございました。
HPに回答を貼り付けさせていただきました。空き缶対策はソフト面とハード面を複合的に対策することが賢明であると存じます。 空き巣や引ったくりに対して基本的にモラルの問題だと考えて対策をとらない人はいませんね！空き缶は1個でも水路に落とさない方が良いのです。防護柵の目的が人の落下防止であっても同時に下の隙間をつめて空き缶やゴミを落とさぬようにすれば一石二鳥じゃありませんか！ 　　　　　　　　　　　
　 管理責任　　高槻市河川道路環境安全守る会　（大阪府環境保護団体　NPVO）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・徳島県　飯泉嘉門　知事　からの回答 
貴環境保護団体「高槻市河川環境安全守る会（通称女瀬川守る会）からいただきました「空き缶対策」についてのご提言を読ませていただきました。徳島県では，道路や河川の清掃を，県民・企業・行政が連携して取り組む「アドプト・プログラム」に全国に先駆けて取り組んできたところであり，多くの県民の皆さんに参加いただき，道路の空き缶などを拾う活動が盛んに行われ，街の環境美化にご協力いただいているところであります。
　 今回，あなたからいただきましたご提案についてでありますが，防護柵は，歩行者等が水路や河川等に転落することを防止するために設置しておりますが，今回ご提言いただいた方法であれば，水路や河川への空き缶が落ちることなく，環境にも配慮した画期的な防護柵になるのではと考えております。   　今後は本県の防護柵についても対策が必要な箇所については，住民の方々の意見も取り入れながら，ご提言いただいた内容を参考に，検討していきたいと考えております。 2004年１２月３日　　徳島県知事　　飯　泉　嘉　門
　香川県知事　真鍋　武紀からの回答
提案を採用したい！

　このたびは、空き缶を水路・河川に落とさない対策についてご提言をいただきありがとうございます。
　香川県は、日本で初めて国立公園に指定された瀬戸内海のほぼ中央に位置し、白砂青松の海岸や特徴のある山容など美しい自然に恵まれていますが、道路や河川、海岸などの空き缶やごみの不法投棄対策が大きな課題となっています。
このため、現在、行政と住民団体などが協働して道路や河川、海岸などでごみ拾いなどの美化活動を行う取り組みを進めており、このような活動の輪は次第に大きく広がってきています。（現在、約２３０団体が行政と協働して活動しています。）

　ご提言の対策は、美化活動の助けになると思いますが、水利団体などから水路を清掃して堆積土などを搬出するため、防護柵下のすき間を広くすることを求められる場合もあります。また、費用もかかりますので、特に多く空き缶が転落しているようなところでご提言のような対策を実施する適切な個所があれば、採用してみたいと思います。
　もちろん、空き缶やごみを捨てないようにすることが最も大切ですので、人々の環境に対する意識やマナーの向上にも努めていきます。さらに根本的な対策として諸外国で実施されているデポジット制度の導入なども提言していきます。
平成１６年７月７日
　　　　　　　※　なお、詳しいことは道路保全課長（電話０８７－８３２－３５３０）、
河川砂防課長（電話０８７－８３２－３５３７）、デポジット制度については廃棄物
対策課長（電話０８７－８３２－３２２４）までお問い合わせください。
愛媛県知事　　加戸　守行からの回答


　拝啓　この度は、河川環境に関する貴重な御提言をありがとうございました。
　愛媛県では、愛リバー・愛ビーチ・愛ロード制度と銘うち、ボランティア団体等を愛護サポーターに認定し、河川・海岸・道路の空き缶拾い等の清掃美化活動を支援する事業を実施していますが、モラル向上を図るための啓発活動を含めた総合的な取り組みが不可欠であることは言うまでもありません。
　愛媛県では、今後とも、提言いただきましたアイデアなどを参考に、よりよい地域環境づくりに努めたいと考えています。　　敬具
鹿児島県知事　須賀　龍郎からの回答

　この度は，空き缶対策の御意見をいただきありがとうございました。
　本県におきましても，空き缶のポイ捨て等のゴミ問題につきましては，対応に苦慮しているところであります。
　既設の防護柵は，人等の転落防止を目的として設置しておりますが，御意見のありました河川や水路に空き缶が落ちていかないような対策につきましては，ゴミのポイ捨て防止の啓発等ソフト面での対策も含め，今後の検討課題とさせていただきます。
　
　　　担当課：道路維持課　維持補修係　
沖縄県浦添市道路課
高槻市河川・道路の環境と安全を守る会　様

貴会からのご提案にお答えします。　本市における河川と側道（市道）との境界部分については、河川の護岸の方が道路面よりも２０ｃｍ程度高くなっており、空き缶が道路から直接河川に転がり落ちることはほとんど無いものと考えております。今後もし、ご指摘のような箇所がございましたら、貴会からのご提言を参考にさせて頂き、河川環境の悪化防止に努めて参りたいと考えております。この度は、貴重なご提言をいただき誠にありがとうございました。　　　　　　　　　平成１６年８月　６日
奈良県大和高田市長　　吉田誠克
維持管理予算で順次対応していきます
ご指摘のとおり防護鉄柵と道路面との隙間を無くすことにより、投棄された空き缶等の水路・河川への落下防止対策になると思われます。
なお、本市におきましては、同じタイプの防護鉄柵が設置されている路線は少ないようですが、今後、道路維持管理費の予算にて順次対応致したく考えております。
　　　　　　　　平成１６年８月１９日　　　道路維持管理課
　

三重県　県土整備部

防護柵更新時に採用を検討！
貴重なご意見有難うございます。
ご提案いただきました内容は、普段なかなか気付きにくい点であり貴重なご意見として受け止め、今後、転落防止柵新設時、更新時に採用を検討してまいります。
なお、河川室及び久居建設部にメールをいただきましたが、一括して保全災害
室からお答えします。
平成１６年７月６日
事務担当　　三重県県土整備部保全災害室
　   
愛知県　尾張旭市　建設部　土木課
　 早速設置を検討します。
貴重なご提言ありがとうございました。
　本市の多くの水路敷には、車や人の転落防止としてガードレールやガードパイプが設置してあります。
　今まで空き缶落下防止対策は行っておりませんでしたが、設置できるような水路フェンスについては、
今後設置を検討していきたいと考えております。
　今後とも、市政につきましてご理解とご協力をよろしくお願いします。


　愛知県　尾張旭市　建設部　土木課
　愛知県豊田市役所建設部河川課　
豊田市の河川水路の空き缶対策について豊田市では空き缶が落ちないように！隙間の狭いフェンスを多用していす！　

貴重なご意見ありがとうございます。
豊田市では、毎年春と秋に「環境美化の日」を設定し、市民全体で道路法面、水路の草刈、清掃を実施しております。
河川水路の一部に設置してある防護柵は、本来人が転落、侵入することを防止する目的の施設であります。また防護柵の下部隙間のご意見につきまして、本市では下部隙間の小さいフェンスを多用しております。
今後設置する防護柵につきましては、ご意見を参考にさせていただきます。

なお、豊田市の複数の課にメールをいただきましたが、一括して河川課からお答えいたします。　　　　　　　　平成１６年７月２８日　
財団法人千葉県まちづくり公社 理事長　笠原一雄
隙間にもう１本パイプをいれるよう協議して設計を検討！
拝啓　ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 さて、7月7日付貴信拝見いたしました。 ご提案のありました「空き缶対策で画期的な提案」に基づき、 防護柵について事実確認をいたしましたところ、 現在、水路・河川に設置されている転落防護柵の下部よりの隙間は、 ご指摘のとおり確かに１３ｃｍ～１５ｃｍあいているものがほとんどです。 近年、モラルに反した行為である空き缶などのポイ捨ての結果、 水路等に空き缶が転がり落ちるという事を、今までは設計段階におきましても 全く考慮しておりませんでした。   なお、当公社では、今後転落防護柵の下部の隙間に更にもう一本パイプ等を 挿入する等、空き缶が水路に転げ落ちないようにするための対策を発注者側と 協議の上、設計にあたり検討して参りたいと思います。 まずは、取り急ぎご回答申し上げます。　　　敬具   財団法人千葉県まちづくり公社 理事長　笠原一雄

千 葉県 道 路 公 社
　この度は、貴重なご提言をいただきありがとうございます。
　千葉県道路公社は、千葉県内の有料道路の建設・管理等を行っており、ご指摘のあ
りました　転落防止柵につきましては、歩行者等の河川への転落防止を目的として設
置しているところで　　あります。
　有料道路の管理につきましては、全路線について毎日パトロールを実施しており、
ゴミ・空き缶等がありましたら回収を行っているため、一般道路に比べますと比較的
空き缶等が散乱しているような状況は少ないと思われますが、全てが回収できている
状況ではないと考えております。
　今後、新設の有料道路あるいは既設の有料道路において転落防止柵を設置する場合
には、　ご指摘いただきました内容を参考とし、地元の自治体及び水路等の管理者と
協議を行いながら、環境にやさしい構造に配慮して参りたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１６年８月２日

　
　千葉市下水道局長　高島　英二郎

　この度は貴重なご意見をいただきありがとうございました。
　当市の水路は、護岸の高さが道路面より若干高くなっているため、空き缶等
が転げ落ちることはないと考えておりましたが、ご指摘の視点で点検したとこ
ろ、一部箇所で防護柵下部に隙間を確認しました。
　このため、今後の防護柵新設、更新時には検討項目の１つとさせていただき
たいと思います。
　　　　　　　　　　（担当）
課名　　　下水道局管理部下水道維持課
　　　　　排水路管理係　

　千葉県銚子市長　野平　匡邦

　貴重なご意見ありがとうございます。

　銚子市におきましても河川の防護柵は、すべてが標準仕様の防護柵で設置しており、また、防護柵を設置していない未改修の箇所も多く存在しています。
ご提案の内容は、計画的に整備していく中で参考にさせていただきたいと思います。

　　　　　　
千葉県旭市　環境課" 
日時 : 2004年7月16日 14:46

　空き缶を水路・河川に落とさない画期的な提言について回答します。
　市内のフェンスの設置状況をみますと、土地改良にて圃場整備した危険な水路沿い
には転落防止策として設置しています。路面からフェンスの下部までの間隔は５から
１３ｃｍの隙間がありますが、道路の路肩は、未舗装のため、雑草が繁茂し隙間はほ
とんどありません。地面からフェンスの下部までの間隔を空き缶が落ちないようにす
ると雑草の刈り取りが困難になりますので、これから設置するフェンスについても考
えておりません。
千葉県松戸市都市整備本部　建設担当部河川清流課
　平成１６年７月１６日


さて、ご提案のありました「空き缶を水路・河川に落とさない画期的な
提言」につきまして、本市が維持管理する河川及び排水路に転落防止対
策として防護柵（主にネットフェンス）を設置しております。
さらに、本市の排水施設構造は、道路面よりコンクリート壁が一段高く
施されており、その上部に防護柵を設置している形態が主であり、構造
についてはコンクリート壁上部と防護柵（主にネットフェンス）の隙間
を各製品メーカーの標準仕様から３センチメートルとなっておりますの
で、貴殿提案とは構造等において多少異なるのではないかと考えており
ます。
千葉県市川市
貴重なご提言ありがとうございます。
本市の多くの水路は、蓋をして歩道として利用しておりますので、
空き缶のころがり防止対策は思い浮かびませんでした。
開水路の整備がある場合は、参考にしたいと思います。
今後とも、本市の河川環境行政にご提言いただければ幸いです。
河川・下水道管理課
千葉県我孫子市

当市では下部の隙間は５cm以下に設置！
水路に空き缶は落ちません！
このたびは、貴重なご提案いただきありがとうございます。
我孫子市の水路防護柵は、ネットフエンスです。その下部の隙間は、
５センチ以下である為、空缶が水路内に入り込むことはほとんどあ
りません。
　今後、一般的な防護柵を設置する場合には,ご指摘の意見を踏え設
置していきたいと考えます。

千葉国道事務所　交通対策課　佐藤
　道路管理者が設置する転落防止柵は、「防護柵設置基準・同解説（平成１６年３月）
」に基づき、歩行者等の転落防止を目的として設置しております。
　ご指摘の転落防止柵の下部間隔につきましては、「幼児がすり抜けて転落するおそ
れも考慮して、桟間隔及び部材と路面との間隔を１５０ｍｍ以下とすることが望まし
い。」と「防護柵設置基準・同解説（平成１６年３月）」（社団法人　日本道路協会）
で定められております。
　空き缶の問題につきましては、河川管理者と同様に道路管理者としても悩ましい問
題と認識しており、基本的にはご認識されているように個人のモラルの問題と考え、
「ポイ捨て防止の啓発活動」を実施しております。
　今回頂いたご意見につきましては、道路の建設・維持管理する機関として参考にさ
せて頂きます。
福岡県直方市長
建設部土木一課
水路に落下する空き缶に頭を痛めていたところです
この方法は効果があると思われます
　本市におきましても道路及び水路のゴミ等(特に空き缶、ペットボトル)には苦慮し
ているところであります。空き缶等は円柱形であるがゆえに風力にはころがり、道路
には散乱し又、水路に落下し対策に頭を痛めております。
　今回、貴会よりの斬新なご意見は、水路部の転落防止においては効果があると、思
われます。空き缶等のポイ捨てを防止するためには、個人のマナー向上が第一です
が、ポイ捨ては後を絶ちません。今後このアイデアを参考にし既設防護柵の改良、新
設防護柵にはこの方法を今後の検討課題とし河川美化を進めていきたいと考えます。
直方市　市民課　市民相談係
TEL 0949-25-2036 FAX0949-25-2180
n-shiminsodan@city.nogata.fukuoka.jp
岸和田市建設部交通河川課
　ご提言ありがとうございます。
　今後空き缶が多く回収されている水路等で試験的に防護柵の
下部隙間を狭くする部材の設置を検討し、その効果等の検証を行ないます。
愛知県　江南市　　土木課
 　「市政へのアイデア・提案」にご意見をいただきましてありがとうございます。水路・河川の防護柵は、人などの転落防止のために水路・河川管理者が設置しています。
　市でもごみの落下について苦慮しており、ご提言の趣旨は理解できます。現在の全ての柵を、ご提言いただいた形状にするのは困難ですが、必要と思われる個所を調査し、関係者と協議のうえ設置を検討します。

愛知県　春日井市
日時 : 2004年7月20日 15:51
　日頃より、道路行政には格別なるご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、ご指摘を頂きました転落防止柵につきましては、これまで人や車両等が河川や池へ転落しないよう設置してまいりましたが、ご提案のありました環境に配慮した転落防止柵につきましては、貴重なご意見として新たに設置する箇所や修繕の必要となる箇所について検討してまいりたいと思います。

春日井市道路課


　長崎市 総合企画室長 三藤　義文
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ご投稿いただき、ありがとうございます。ご提案について、次のとおり
回答いたします。
　防護柵の設置につきましては、人が転落するのを防止する目的で設置を
行っています。
　そのために、下の隙間から空き缶が落ちていくことを想定して設置して
いないのが実状であります。
　河川に空き缶が落ちていかないような防護柵設置につきましては、今後
の検討課題の一つとさせていただきます。

　平成１６年７月２０日
回答課　　　道路維持課

長崎県佐世保市土木部

このたびは、貴重な提案をいただきありがとうございました。
今後の河川・道路整備の参考にさせていただきたいと思います。

　　平成１６年７月７日　　　　　　　　
　　　　　　
　　　　佐世保市八幡町１－１０　　佐世保市土木部
　　　　　　　


広島県　土木建築部
　６月２０日付けでご提言いただいた件で，担当室から回答がありましたので，次のとおりお送りします。
　≪広島県総務企画部行政情報室≫ 

　このたびは，ご意見をいただきありがとうございました。 
　さて，提言内容についてですが，当県においても空き缶を含むゴミ対策に苦慮しております。 
　道路及び道路に隣接する河川等へのゴミのポイ捨て問題の解決にあたっては，道路利用者の意識啓発によるところが大きいと考えており，
「河川愛護月間」及び「道路ふれあい月間」をはじめとする様々な啓発キャンペーン活動を行っているところです。 
　今回の提言につきましては，今後事業の新たな取組みとして参考にさせていただきます。 
　＜土木建築部土木建築総務室＞
浜松河川国道事務所　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１６年７月７日
日頃より道路行政に対しご理解とご協力を頂きありがとうございます。
また、この度は空缶対策の柵に関するご意見ありがとうございました。
ご指摘の柵については、転落防止を目的として設置していますが、
今回のご意見は、今後の参考とさせていただきます。
今後とも、より良い道づくりを進めるにあたり、
ご意見等お寄せいただければ幸いです。

 佐賀市長　　木　下　敏　之
 　佐賀市への提言ありがとうございます。
防護柵には車両用防護柵・歩行者自転車用柵等いろいろな防護柵があります。
 堀江様のご提言の防護柵は、歩行者や自転車が水路・河川に落ちないようにすること を目的とする転落防止柵についてのご指摘だと思います。
　防護柵の形状や強度については、防護柵設置基準に詳しく設計強度・構造及び材料・設置方法等について書かれています。
 また、現在では、各メーカーのカタログを見てみますと歩道用防護柵の中には、上段 がビーム・下段がパネルとなったものもあり、転落防止に更なる安全対策を施している製品も開発されているようです。
 　空き缶のポイ捨て対策には、人間のモラルの問題としてのソフト対策が現実的で将来的に有効であり、空き缶が水路に落ちないような対策についてハードの対策まで本当に必要なのか疑問に感じられますが、ポイ捨てが多くごろごろ落ちるような道 路については、設置目的に合わせた防護柵製品を選定し検討していきたいと思います 。
 本市におきましては，市民一斉及び県下一斉での清掃や春と秋の河川清掃など，多く の市民による地域美化活動が行われており，大きな成果を挙げています。
 　また，昨年からはアダプト・プログラムにも取り組んでおります。
 しかしながら，一方では，このように地域のみんなできれいにしている道路や河川に 空き缶等のポイ捨てを行う不心得者がいることも事実です。
 このため，本市としては，地域の美化活動がより一層発展していくための支援を行っていくと同時に，あらゆる機会を捉え，環境美化に対する意識やマナーの向上に努め
 ていきたいと考えております。
 　今後とも、安心・安全に加え快適でクリーンな街づくりを目指していきたいと思い
 ます。
　佐賀県　唐津市長　坂井　俊之

空き缶を水路・河川に落とさない画期的な提言について(回答)

貴重なご提言ありがとうございます。
本市としましても、今後の防護柵設置の参考とさせていただきます。

神奈川県　県土整備部　河港課長
  日頃から、河川行政の推進にご理解を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、当課では、神奈川県内の一級河川（指定区間）及び二級河川の管理を行っております。
本県では「人と自然にやさしい川づくり」として、親水広場・公園や多自然型の川づくりを推進しており、人が川とふれあえる良好な水環境づくりを進めております。
ご指摘のありました転落防止柵については、道路が河川沿いに併設されている場所や、高低差があり危険な場所等に人が転落することを防止する事を目的に設置しているため、既設柵については改良等を実施することは考えておりませんが、今後設置する場所については現場の状況等を踏まえて、ご意見等を参考に検討していきたいと考えております。
空き缶等のゴミの対策については、今後も、関係自治体、地元住民、NPO等、と協働し、ゴミ捨て防止啓発や清掃等の対策を実施し、河川環境の保全を図ってまいります。
メールをいただき、大変ありがとうございました。　　平成１６年７月１２日
神奈川県藤沢土木事務所　河川砂防部
高槻市河川・道路の環境と安全を守る会
代表幹事　様
このたびは、貴重なご提案をいただきありがとうございました。
当事務所では、管内（鎌倉市・藤沢市・茅ヶ崎市・寒川町）の一級河川（指定
区間）及び二級河川の管理を行っており、転落防止柵を設置している河川も多
いことから、ご提案をいただきました内容は非常に参考になるものであると考
えております。
ご提案に対する回答につきましては、神奈川県の河川行政を統括している県土
整備部河港課からすでに回答してありますように、今後設置する場所につきま
しては現場の状況等を踏まえて、ご意見等を参考に検討していきたいと考えて
おります。
今後とも河川行政の推進にご協力をいただきますようよろしくお願いいたし
ます。

鳥取県総務部県民室長　川口　正男
平成１６年８月１７日

鳥取県では、「鳥取県環境美化の促進に関する条例」を設けており、この条例に
おいて次のような事項を定めています。

◯県民等は、屋外で自ら生じさせた空き缶等を持ち帰らなければならない。
◯容器飲料を屋外又は屋外に面した場所で販売する者（自動販売機を含む）は、そ
の場所にごみ容器を設置し、これを適正に管理し、周辺の清掃を行わなければなら
ない。
◯県民等は、みだりに空き缶等を捨ててはならない。
◯観光地や公園など知事が指定した環境美化促進地区内で空き缶等をポイ捨てした
者は、２万円以下の罰金に処する。

御提案いただいたような、ポイ捨てされた空き缶が水路・河川に落ちないように
することは、ハード面での散乱ごみ対策として一つのアイディアかと思いますが、
現在本県では河川内に空き缶が著しく散乱しているような状況が特に見受けられて
いないこと等もあり、その必要性は少ないものと考えています。
今後とも、ポイ捨て禁止やごみの持ち帰り等について、県民の皆さんなどへの一
層の意識啓発に努めていきたいと考えています。
また、河川愛護に向けた貴重な御意見として、参考にさせていただきます。

県土整備部道路課長　桑田明仁
（電話）０８５７－２６－７３５６　担当：福良
県土整備部河川課長　松田知明
（電話）０８５７－２６－７３７７　担当：舟木
生活環境部循環型社会推進課長　三木文貴
（電話）０８５７－２６－７５６２　担当：石本




静岡県沼津市

貴重な御意見ありがとうございます。
　当市では河川愛護事業において、ごみ拾いや草刈を各自治会で行っているところで
すが、空缶やペットボトルのポイ捨てが見受けられます。
　今後も啓蒙活動を図るとともに、防護柵設置の際の参考とさせていただきます。　
　　　　（担当：河川課）
熊本県八代市長　　中島　隆利

「市長への手紙」をお寄せいただき、ありがとうございました。
ご提言いただきました「空き缶対策で画期的提案」についてお答えいたします。

　八代市は、日本三急流のひとつに数えられる一級河川「球磨川」の河口に発達した
八代平野を中心に発展し、昔から農業を中心とした地域であったことから、用排水路
が多く流れています。
　現在では、その田畑の宅地化が進み、交通量の増加から、道路に平行する水路でガ
ードレールや防護柵等を設置しています。
　本市におきましても、用排水路へ直接ポイ捨てされる空き缶等のゴミが多く見られ
ようになってきています。
　このため、本市では、地元町内等による清掃作業や業者への委託など公共施設の美
化推進に努めているところです。
　しかし、空き缶等のゴミの不法投棄は一向に収まらず、他の自治体と同様に苦慮し
ているところです。
　このような状況の中、市民のマナ－向上のために、市の広報紙等によるＰＲを行な
っていますが、なかなか思うようにいってない状況にあります。
ご提言いただきました「空き缶対策で画期的提案」につきましては、道路上から転
がり落ちる空き缶等の対策として貴重なアイデアだと思いますが、風等により道路側
に転がった場合の交通安全上の問題や、子供のいたずらなどの課題もあり、警察等関
係機関の意見も参考にしながら対応を検討していきたいと考えています。

　この度は、貴重なご提言をいただきありがとうございました。八代市では、皆様か
ら頂いたご意見やご提言を踏まえ、よりよい市の行政に努めてまいりますので、今後
とも、より一層のご理解とご協力を受け賜わりますようにお願い致します。
平成 16年 ８月 　5日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当課　　建設部　土木課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　0965－33－4111（内線　2483）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0965－33－4121（直通）


大阪府茨木市からの回答(原文のまま）平成14年10月２２日

運動のご趣旨については、よくわかりました。
本市の場合、安全柵設置の要件として、転落防止と乱横断防止に大別されます。今後すべての柵をご提言のような形状にするのは困難でありますが、　設置場所及び現状によって検討してまいります。また、既設の柵については、更改時に新設と同様に、場所及び現状によって検討してまいります。
　ただし、柵設置と水路管理とは、相容れない関係があります。現状
　　　の柵についても水路管理上支障を来すとのことで、種々問題も生じて
　　　おります。　ご理解ください。
                                  大阪府茨木市    道路交通課（℡０７２６－２０－１６５１）


高槻市役所からの回答です　平１４．１０．３０

 平素は市政各般にわたりまして格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。
さて、平成１４年１０月３０日付Ｅ－ＭＡＩＬにより受け付けましたご提言について、道路課と水政課で検討した結果、下記のとおり回答致します。
    【 提　言 】
　　　空き缶が水路に落ちない対策について
　　【 回答 】

道路及び水路の防護柵については、人などの転落防止のため道路管理者及び水路管理者で設置しておりますが、道路及び水路のごみ等につきましては、本市でも苦慮しており、提言の趣旨は理解できるところであります。
本市において、この問題については地元自治会及び実行組合等との協働で対応しておりますので、すべての柵についてご提言いただいた形状にするのは困難でありますが、試験的に地域を限定するとともに、必要と思われる個所を精査し、それぞれの管理者及び実行組合等の関係者とも協議した上で設置を検討してまいります。
　　　　　　　　　　　　　　担当窓口　　
                                       高槻市市民相談センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　０７２６（７４）７1３０

　



大阪府狭山市長　吉田友好
可能なところから柵を狭くするよう検討！
本市におきましても、ごみ等のポイ捨て条例でモラルを啓発しているところでありますが、今後、
後提言の趣旨をふまえ、水路に隣接する柵につきまして可能なところから、検討してまいりたいと
考えております。　　平成１６年７月９日　　大阪府狭山市長　　吉田友好
鳴門市からの回答　　２００４．６．２９
効果が得られる良い策です。メーカー側にも伝えます。

   アドバイスいただきました件につきまして早速調査いたしましたところ、
   やはり防護柵の下段には１０ｃｍ～２５ｃｍぐらいの空間がある状態であります。
   ただ、一部の地域においては自主的にネット等を設置しているのを確認しております。
   ご提案をいただきました隙間を小さくすることは、防護柵の構造を少し変更することにより、
   効果が得られる良い策であると思われます。今後、施工にあたりましては
   検討していくとともに、メーカー側にもその旨を伝えたいと考えております。


高知県土木部　道路安全利用課
画期的な提案です、参考にさせていただきます。
　　　　　TEL088-823-9828
　　　　　FAX088-823-9243

　愛媛県今治市長　繁信順一
　　　提言の趣旨に賛同します
　メールを頂き有難うございました。
　この度は、貴重なご提言をお寄せいただきまして厚くお礼申し上げます。
　さて、当市におきましても、ごみの不法投棄対策につきましては各自治体同
様、苦慮しているところでございます。関係機関等と連携し、啓発等を行い
根本的な問題にも取り組んでいるところでございます。
　貴会よりご提言をいただきました「空き缶を水路や河川に落とさないための防護柵の設置」についてでございますが、本来、防護柵は、人が転落することを防止する目的で設置されております。しかしながら、固定観念に捕われることなく、目線を変えることも大変重要だと考えています。
　現在設置されている防護柵につきまして、早急に改良・修繕することは考えていませんが、今後、新規に設置する場合につきましては、設置場所等に応じて検討させていただきたいと考えています。
　本市としましても、守る会のご提言の趣旨に賛同します。
堺市建設局土木部土木監理課　


平素は、本市土木行政等にご理解ご協力いただき、ありがとうございます。
水路や河川等の環境を守るための「空き缶を水路・河川に落とさない提言」につきまして、土木部関係課で検討、確認した結果を次のとおり、回答させていただきます。
　　　　　　　（堺市建設局土木部土木監理課　ダイヤルイン072-228-7416
大阪府吹田市長からの返答
防護柵は幼児などの水路への転落防止を目的として設置してまいりましたが、今後の防護柵の設置につきましては
後提言の趣旨を勘案する中で、空き缶、ゴミ等の対策につきましても、検討してまいりたいと考えております。
平成１６年６月２２日　１６吹市相第５１２９号
大阪府庁河川室からの返答
高槻市河川・道路の環境と安全を守る会　　様
指摘いただいたアイデアの採用　！
斬新な意見　！
ご回答が遅くなり申し訳ございませんでした。 
前回のご回答で、ご説明不足の点もあったか、と思われますので、 
大阪府の管理する河川における 
空き缶対策について、再度、ご説明させていただきます。 
・大阪府では、河川管理者として空き缶を含む河川のゴミ対策に 
長年、取り組んできた結果、ハード対策にはどうしても限界があると痛感しているのが現状です。つまり、空き缶のポイ捨てを防止するためには 個人のマナー向上、というソフト対策が 　どうしても必要だと考えております。 このため、河川管理者として、個人のマナー向上を図るために何ができるか考えた結果、住民の方々に、 できるだけ河川に近づき、親しんでいただくことが大切だ、と考えるようになりました。 
・このため、河川に設置する転落防止柵については 真に必要と思われる箇所にのみ設置する事とし、 必要が無い箇所については、柵を撤去し、 住民の方が気軽に川に近づけるような環境を整備していく、というのが、現在の大阪府の方針です。 
・しかし、転落防止柵が必要な箇所は確かに存在します。 
・そのような箇所においては、HPに登載しておられるように　ハード、ソフト両面の複合的な対策が必要だと考えております。 
・しかしながら、現在の大阪府の厳しい財政状況では、 施策に優先順位をつけて実施せねばならないことは ご理解いただきたいと思います。 
・このため、現在の大阪府の方針としては、 先程ご説明したソフト対策を優先的に実施していくこととしております。 
・併せて、ハード対策を含めた複合的対策として、　新たに転落防止柵を設置する必要が生じた場合や、　
既設の転落防止柵を改修する場合には、ご指摘いただいたアイデアの採用も含めて 　有効なハード対策（防護鉄柵の下部の隙間を狭くする）を検討させていただきたい、と考えております。 
大阪府では、女瀬川をはじめ府内の河川で幅広くアドプト・リバー・プログラムや様々な河川愛護活動を 行っておりますので、そちらの方へもご参加いただくようお願いいたします。河川をきれいな状態にしたいという思いは同じですので 今後とも斬新なご意見をいただくようお願いいたします
　

　



大阪府庁道路環境課からの返答
　　現場ならではの工夫！
　　　こういう防護柵の工夫や美化フェンスの採用！
高槻市道路・河川の環境と安全を守る会　　様

『必要は発明の母』と申しますが、本当に苦労したもの、真剣に

取り組んでいるものにしか、こういう工夫は思い浮かばないもの

です。

　大阪府管理道路の所管課としましても、現場では同じ土木部の各

土木事務所が河川内の清掃を実施しますので、できれば清掃の容易

な道路上でゴミ、空き缶が留まっている方がベターだと思います。

なお、道路上に留まったゴミ、空き缶は速やかに回収しておかないと

歩行者、自転車の事故にもつながりますので注意が必要です。

いずれにしましても、まず、ゴミ、空き缶を捨てない環境づくりが

大切で、地元の皆様との協働による清掃活動や、管理者自らもハード

面において、こういう防護柵の工夫や美化フェンスの採用等で環境向上

を図っていきたいと考えております。
　　　平成１６年５月１７日　大阪府交通道路室　道路環境課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　16年　7月　14日
　

大阪市市民局市民部長　　鷺　島　　勝
大　阪　市　建　設　局
隙間の狭い防護柵の設置を検討
　　
　担当：土木部河川課
　担当：河川管理事務所　　平成１６年７月１２日
平素は、本市建設行政にご理解、ご協力を賜り、誠にありがとうごいざいます。
さきにお寄せいただきましたご要望につきまして、回答いたします。

お申し出の内容につきまして、川に面している柵については、主に転落防止対策として
安全性、経済性、親水性、地元の方のご意見等を考慮し、周辺環境に配慮した既製品の
ネットフェンス、防護柵等を設置しております。
お申し出のように、道路上に捨てられた空き缶が柵の隙間から川に落ちている場所での
隙間の少ない柵の設置については、環境を配慮する上で、検討要素の一つと考えており
ます。
また、本市では、市内管理河川の水面清掃を行うとともに、河川美化の啓発用看板の
設置や地域住民の方のご参加により除草、清掃を行い河川愛護意識の高揚を図っており、
今後も不法投棄の防止に努めてまいります。

今後とも、市民の皆様が快適に暮らせる魅力あるまちづくりに努めてまいりますので、本市の行政に対するご理解、ご協力をよろしくお願い申し上げます。
大阪市からの回答
高槻市河川を守る会　　殿　　
画期的なご提案ですね！
淀川上流の都市でごみや空き缶を下流の大阪市や大阪湾に流さないようにという運動をされていることに敬意を表します
本当にありがたい極みです。感謝の至りです。
道頓堀川はこの４月大阪府から大阪市に管理が移管されます。道頓堀川で泳げるようにと言う目標を掲げています
空き缶は防護策の下の隙間から落下して水路に落ち、河川に流れ、淀川に流れ、大阪市に流れてきて、大阪湾に堆積すると言う
のはまことにその通りです。　防護策の隙間を狭くして落ちないようにすればポイ捨て以外の空き缶は防護策で留まり、落下しないで
清掃の時容易に拾い上げられますね。　こんな単純なことが今まで分からず対策を立てられなかったことを恥じます。
誠に画期的な提言です。大阪市は早速次の工事からこの提言を採用いたします。
そして全国にこの運動を広げていきたいと思います。　　　平成１５年１月２０日　　　大阪市水政部　　河川対策課


国土交通省国土技術政策研究所からの返信
高槻市道路･河川の環境と安全を守る会　　様
防護鉄柵の件、道路管理者が設置する「防護柵の設置基準・同開設、
H１０，１１、日本道路協会」の歩行者、自転車用防護柵の場合は路面との隙間や桟間隔は幼児のすり抜けを考慮して１５ｃｍ以下がのぞましい、となっております。
　具体の個所での路面との隙間の判断は、設置する道路管理者の判断となります。
/// 国土技術政策研究書
///ホームペイジ事務局
///e-mail: www@nilim.go.jp
　



国土交通省道路局地方道からの返答
回答が遅くなり、申し訳ありません。
形状は問わない！

さて、防護柵につきましては、「防護柵の設置基準」というのものがありますが、これは、平成10年に従来の「仕様規定」から「性能規制」に改定しております。すなわち、従来は、ガードレールの高さは○cmで、幅は・・・と決めていたのですが、現在は、
　・車両の逸脱防止性能
　・乗員の安全性能
　・車両の誘導性能
　・構造部材の飛散防止性能　等
が満たされれば形状は問わないということになっております。
したがって、「国交省がこの基準を各府県に押し付ける」などということはありません。

今後とも道路局のホームページをよろしくお願いいたします。 
国土交通省道路局　地方道・環境課　担当：清水


　

国土交通省　近畿地方整備局からの返答
　

日頃より、道路行政にはいろいろとご理解、ご協力頂きまして、有り難うございます。
　

さて、相談内容の回答ですが、道路管理者として転落防止策の意義は、あくまで通行
人を対象としており、防護柵設置基準を遵守して施行しています。又、製品について
は、基準が満足していれば、メーカーの指定はしておりません。
　しかし、ご指摘のあった隙間に関するご意見については、貴重な意見として、今後
の検討課題とさせて頂きます。
日本道路公団 広報・サービス室
メールを拝見いたしました。
この度は貴重なご提言をいただきましてありがとうございます。

ご提言いただきましたことについて次のとおりお答えいたします。

ＪＨは高速道路の建設・管理を行う特殊法人ですので、ＪＨが直接管
理する河川・水路はありませんが、建設時におきまして、一部、既設
水路の付替え工事等を実施している場合がございます。

この場合、地元の自治体及び水路等の管理者と協議を行い、相手側の
意向に沿った転落防止柵を設置し、完成後、自治体に引き渡しており
ます。

今後、こういった柵を施工する場合においては、ご指摘を頂きました
内容を参考とさせて頂きながら、地元の自治体及び水路等の管理者と
協議を行っていきたいと思います。

ＪＨといたしましては、今後とも、皆様から寄せられましたご意見等
を参考にさせていただきながら、よりよい高速道路事業に努めてまい
りますので、よろしくお願い申し上げます。

貴重なご提言ありがとうございました。

ＪＨ（日本道路公団）広報・サービス室
      千代田区霞が関 3-3-2 新霞が関ビル
　

関東地方整備局
2004年7月23日 


道路管理者が設置する転落防止柵は、歩行者等の転落防止を目的として設置しており 
ます。
　また、転落防止柵の下部の隙間については、幼児がすり抜けて転落するおそれも考 
慮して、部材と路面との間隔を１５センチ以下とすることが望ましい。と「防護柵の 
設置基準・同解説（平成１６年３月）」（社団法人 日本道路協会）で定められております。
　今回頂いたご意見は、今後、転落防止柵を設置する際の参考にさせて頂きたいと思 
います。

問い合わせ先　：　道路部　交通対策課（安全施設係　大里弘人）
TEL　048-600-1346（内4526）

国土交通省　関東地方整備局

　



東京都河川部からの回答
空き缶が落ちない防護鉄柵は
研究課題、貴重な意見です！

　　河川における空き缶対策については、ポイ捨て禁止のモラルと個人のマナー　向上が重要であると考えております。
　　都内の自治体では、条例を制定して、美化運動の啓発・推進を図っているところもあります。
　　東京都としても、河川へのマナーの向上を図るため、
　　・　可能な場所では、河川に近づき、水辺に親しめる整備を行う。
　　・　クリーンキャンペーン等を実施し、住民と行政が協働して川の清掃作業や啓発活動などのソフト対策を推進している。
　　このような効果もあって、河川内に空き缶が著しく散乱している状況ではありません。
　　このため、現時点でご提案のような措置を既存の施設に対して、新たに講ずることは考えていませんが、今後、河川整備事業を進める中では、河川に空き缶が落ちていかないような防護柵につきましても研究課題の一つとさせていただきます。
　　貴重なご意見ありがとうございました。
　　　　東京都建設局河川部防災課
　　　　　　　　　　　０３－５３２０－５４３３


国土交通省九州地方整備局からの返答
環境に配慮した防護鉄柵！　　貴重な意見！
今後の検討課題とします！
　いつもお世話になっております。
　お問い合わせについての回答ですが、遅くなりましたことをお詫び申し上げます。
　防護柵の設置については、人が転落するのを防止する目的で設置をおこなっています。
　そのために、下の隙間から空き缶が落ちていくことを、想定して設置していないのが実状であります。
ちなみに、下の隙間の部分につきましては、下の隙間から幼児が、すり抜けて
転落するのを防止するために15センチ以下にすることが望ましいと定められています。
今回の問い合わせの件ですが、現在のところは人の転落防止を目的として防護
柵設置をおこなっていますが、河川や水路に空き缶が落ちていかないような環境に配慮した防護柵設置につきましては、今回の貴重な意見を受けて今後の検討課題とさせていただきたいと思います。

　　　　２００４．５．２６　　　　　　　　　回答：道路部　交通対策課


＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　国土交通省　　九州地方整備局

　　　　　　　　企画部　企画課　企画第一係　


東京都江東区役所土木部水辺と緑の課からの返答

　「空き缶対策で画期的な提案」について回答いたします。

平成16 年６月１日
高槻市河川・道路の環境と安全を守る会 　殿

空き缶転落防止には画期的提案だ！
転がって落ちる空き缶の量は減少する！
新規に設置の場合　横棒を入れた製品を考慮！

空き缶対策で画期的提案について
表記の提言について江東区の考えを回答いたします。
まず、江東区の地勢的な概況を説明いたしますと江東区は、東京都の東部に位置し、西は隅田川、東は荒川、南は東京湾に臨んでおり、利根川、荒川等の流末による沖積作用と江戸時代からの埋め立て工事により土地が形成されています。その為、土地の高低差が少ないフラットな地勢なうえ、明治以降の産業発達による地下水や天然ガスのくみ上げによる地盤沈下により東部地域ではその大半が干潮面以下という低地でありますので堤防等に囲まれている状態です。
このような地勢でありますので、東部地域では、川や海の水面が道路や生活面より上だった時代があり（現在は内水を低下させていますが）堤防で仕切られているため、空き缶が自然に川に落ちることはありません。また、満潮面程度の西部地域では、耐震護岸の工
事後に整備した水辺・潮風の散歩道があり、ご指摘のような１３㎝前後の隙間がある転落防止の柵を張り巡らせてはいますが、散歩道内では缶等の販売が無いことから持ち込み以外はあり得ませんし、柵の高さも１２０㎝前後なため作為的に缶等を川などに捨てることを防ぐ構造にはなっていません。
このようなことを踏まえ、ご提言について検討したところ、空き缶の転落防止には画期的な提案であり、隙間を無くすことにより転がって落ちる缶等の量は減ると考えます、しかし、深く施工すれば転落防止の効果が薄くなりますし、横棒を入れることは微増ではありますがコスト増を招きますので、現在設置されている箇所を考慮し改良することは考えていません。しかし、新規に設置する場合については、横棒を入れた製品の単価等を踏まえて考慮したいと考えます。
また、江東区ではごみのリサイクルが進んでいますので、ごみのポイ捨て禁止のモラル向上等ソフト面をさらに進め、まちをきれいにして行っていきたいと考えます。
江東区役所 土木部 水辺と緑の課課長　井熊　章
e-mail mizubetomidori＠city.koto.tokyo.jp
　



東京都中野区役所土木部からの返答　　２００４．６．４
今後防護鉄柵改修時に考慮いたします
ご提案についての回答
日ごろより、区政にご協力いただき誠にありがとうございます。
現在、中野区を流れる河川は、神田川、善福寺川、妙正寺川、江古田川があり、そのうち神田川と妙正寺川については、東京都による河川改修工事（50ミリ改修・転落防止柵を含む）を都市計画事業として実施しているところです。
　中野区においては、平成10年度に「中野区吸い殻、空き缶等の散乱防止に関する条例」を制定し、事業者への啓発、区や区民の責務を掲げ美化活動の推進に寄与しているところです。
　その結果、河川内へのゴミや自転車等の不法投棄の問題は若干はあるにしても、少なくとも河川内に空き缶が散乱しているような状況は特には見受けられません。したがいまして現時点では、特別の措置を講じる必要性はないと考えます。ただし、今後、転落防止柵の改良工事を実施していく中で、施工地域の河川の状況等を十分に考慮し、転落防止柵の形状についても検討課題の一つとして考えてまいりたいと思います。


中野区都市整備部土木分野道路維持担当
担当　曽田聖
電話　０３－３２２８－８８４７
メール　doboku@city.tokyo-nakano.lg.jp


高槻市河川・道路の環境と安全を守る会　様

東京都杉並区都市整備部建設課長からの返答
貴重なご意見！防護柵の更新時に検討します

柵と空き缶に関する提案について

時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
「空き缶対策で画期的提案」についてのメール及びホームページを拝読いたしました。当区では、歩行者等の河川への転落を防止する
目的で、河川全域に渡り防護柵の設置を行なっております。ご指摘のありました空き缶については、ごく少量が点在的に投棄されてはいるものの、
目に余る状態ではありません。しかし、河川の一部では空き缶の落下が否めない形状の箇所が存在することも事実ですので、地覆等路面の形状
を含め、防護柵や舗装などの更新時に検討項目として考えてまいります。　　　　　
貴重なご意見ありがとうございました。末筆ではございますが、貴会の益々のご活躍とご発展をお祈り申し上げます。

都市整備部 建設課 施設整備係
３３１２－２１１１ 内線３４２８
杉並区役所区政相談課区役所代表電話　３３１２－２１１１　
　　　　　　　　　　　　内線３２１３～４
ＦＡＸ　３３１２－３５３１（区政相談課直通）




東京都大田区まちづくり推進課からの返答
空き缶対策の画期的提言
高槻市河川・道路の環境と安全を守る会　殿
河川美化の観点で参考にします

　河川環境に関するご提言ありがとうございます。当区では、水路・河川の防護柵を通行人などの転落防止の目的として設置しております。今後、河川美化の観点から防護柵設置の際の参考とさせていただきます。

大田区 まちづくり推進部 まちづくり課事業調整 2004.6.4
板橋区役所土木部工事課からの返答高槻市道路河川環境安全を守る会　様
アイディアを参考に有効な対策をとりたい！ご質問いただいた件について、回答させていただきます。
当区においても、河川のコンクリート護岸に転落防止柵を設置しておりますが、側道（区道）と河川の境の部分は、河川のコンクリート護岸の方が道路面より一段高くなっているため、空き缶が河川に直接ころげ落ちるところは無いと考えております。
提言いただきました対策について、改めて現地を精査いたしまして、該当する箇所があれば、ご提言いただいたアイディアを参考にさせていただいて有効な対策をとっていきたいと思います。
大変貴重なご意見をいただきありがとうございます。
今後とも、区政に対しご理解とご協力をお願いいたします。

平成１６年６月７日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　板橋区役所土木部工事課

kouji@city.itabashi.tokyo.jp


東京都足立区土木部からの返答
快適な環境づくりに努力！新設、改修時に検討します
日頃から、土木行政にご理解とご協力をいただき
ありがとうございます。

高槻市環境と安全を守る会様からのメールについて回答します。

今回河川浄化のアドバイスをいただきありがとうございました。
今後、区といたしまして新設や改修を行う際には十分検討していきたいと考えています。
きれいな環境のまちづくりは大切です。今後も快適な環境づくりに努力してまいります。

以上、回答とさせていただきます。
メールありがとうございました。

足立区　土木部　計画調整課　　　山本・川口
ＴＥＬ：03-3880-5111(内線2231)　
ＦＡＸ：03-3880-5619
Ｅ-mail:k-chosei@city.adachi.tokyo.jp


東京都渋谷区からの回答
渋谷区には該当の防護鉄柵がありません！

高槻市環境と安全を守る会　様
日頃から、区政にご理解とご協力をいただき厚くお礼申し上げます。
また、このたびは私宛メールをお寄せいただきましてありがとうございました。
さて、渋谷区内における河川は、渋谷川(延長2.6ｋｍ)のみとなっております。
渋谷川に沿った道路はほとんど無く、ビル等が川に面しており、人や車が通行
できる形態ではありません。
防護柵が少ないため、改良が必要とされる箇所については、渋谷川には該当が
無いものと考えております。
　今後とも、皆様から寄せられましたご意見を参考にさせていただきながら、
よりよいまちづくりに努めてまいりますので、よろしくお願い申し上げます
　平成16年６月１０日　　　　渋谷区長　桑　原　武　敏

葛飾区役所都市整備部道路維持課
時下、益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。
電子メールでご提言を頂きました件について、本区の実情と見解を申し述べます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本区は、約300㎞もの公共溝渠旧農業用水路）を管理していた時代に、歩行者等が公共溝渠へ転落しないよう防護柵の整備を進めてきましたが、昭和40年代に幼児の水路転落事故が頻発したことから、より安全性を高めるため昭和50年代当初までに大半の公共溝渠の天端にコンクリート製の蓋を掛け歩道として活用を図ってきました。このため、本区では、ご指摘のような水路への空缶の落下や投棄などが行政課題となったことはございません。また、現在は、下水道の完全普及と共に殆どの水路が埋め立てられ、緑道等に生まれ変わっている状況にあり、そうした改善を必要とする状況の箇所が無いのが実情でございます。なお、今回のご提言は、1級河川6本に囲まれている本区の水辺環境を守る方策の一つとして参考にさせて頂きたいと考えています。


東京都三鷹市道路交通課管理係の朝見です。ただいまの時刻は2004/06/15  13:08:48です。

ご趣旨については良く分かりました、今後の課題として検討してまいります
　

あきる野市長　　田　中　雅　夫
「防護鉄柵の下部の隙間」に関するご意見について、お返
事申し上げます。
あきる野市では、本市特有の地形状況から、ご指摘のような形態で転落防止柵を設置している河川や水路はあまりなく、秋川、平井川、多摩川などを始めとする河川においては、河川管理者から占用を受け、堤防を利用した遊歩道を整備しており、多くの市民が散歩や自然散策等に利用しております。
防護柵については、多くの市民が気軽に川に近づき、親しんでもらうため、危険個所のみに設置しております。
しかしながら、休日には、たくさんの家族やグループが河川敷等に訪れて、バーベキューなどを楽しんでおり、その後のゴミやご指摘の空き缶等の放置が問題になっておりますので、個人個人のマナーの向上を図ることなども必要であると考えております。
このような中、本市では、町内会・自治会等の各種団体等の協力により、年２回、市の統一的な美化活動として、道路や河川などの一斉清掃を実施しております。今回、ご紹介いただきました転落防止柵の下部の隙間が狭い柵につきましては、今後、柵の改修や新設をする場合に検討していきたいと考えております。これからも引き続き、市民の皆様とともに「人と緑の新創造都市」として住みよいあきる野市を目指し、職員一丸となってまちづくりに取り組んでまいります。今後とも、あきる野市政に対して、ご意見、ご要望をお寄せくださいますようお願い申し上げます。

受付番号第１７号
平成１６年６月３０日
あきる野市長　　田　中　雅　夫
　



高槻市河川・道路の環境と安全を守る会様
琵琶湖河川事務所から回答
貴重なご意見ありがとうございます。
　琵琶湖河川事務所では瀬田川（7.5ｋｍ）・野洲川（13.8ｋｍ）・草津川
（5.5ｋｍ）
を管理（大臣管理区間）しています。
　河川管理者としましては、まずはゴミを捨てないことが根本的な解決方法と
考えています。そして、良好な河川環境を維持するため、地元自治体と協力した啓発活動を行っています。今後は、住民団体及び地域に密着した組織と協力した美化・清掃活動及び塵芥（じんかい）処理を実施したいと考えています。
　 琵琶湖河川事務所 調査課　森田・天野

四条畷市建設管理課からの回答

日頃は河川、道路行政にご理解とご協力いただきありがとうございます。
貴重なご意見ありがとうございます。
ゴミの不法投棄対策については関係課と連携し、啓発を行い根本的な問題解決に取り組んでいるところです。
さて、本市にご意見いただきました防護柵は、人が転落することを防止する目的で設置をしております。
今回、河川や水路等の浄化に配慮された防護柵のご提案をいただき、環境にやさしい河川、道路行政の重要性についても訴えたいと考えます。
貴会の貴重なご意見を今後の環境対策の参考として検討していきたいと考えております。
　　平成１６年６月１８日　　四条畷市建設管理課

東京都調布市　　都市整備部道路課管理係
　時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
防護鉄柵の提案についてですが，当市では河川内に空き缶等が散乱している状況ではないので，現時点では特別の措置を講じる必要性はありません。
　ただし，今後河川内に空き缶等が散乱する状況になった場合は検討いたします。
　また，今年度当市におきましては，道路・水路等のボランティアサポート制度について策定し，市民と協働し道路・水路等の清掃を実施する予定です。
　貴会の今回の提案については貴重なご意見として受けとめます。最後に貴会の益々のご発展とご健勝をお祈りお申し上げます。

平成１６年６月１８日
　　　　　　　　　　　　　　　　東京都調布市　　都市整備部道路課管理係
　　　　　　　　　　　　　　　


高槻市河川・道路の環境と安全を守る会様

　和歌山県知事公室 広報室
　先日は、メールをいただき、ありがとうございました。
積極的に採用
和歌山県では、河川等の自然環境を守るためには、河川や道路にゴミ、空き缶等を捨てさせない環境作りが大切であると考えており、愛護思想を普及し、その機能を向上させるため、地域住民で構成する河川・道路愛護団体等により清掃を行っています。

　守る会からご提案いただきました「空き缶を水路や河川に落とさないための防護柵の設置」についてですが、本来、防護柵は、人の転落防止のために設置されたものであるため、現在設置されている防護柵について、早急に改良・修繕することは考えていませんが、今後、
新規に防護柵を設置する場合には、場所、単価面等を考慮しながら積極的に採用していきたいと考えています。
　　平成１６年６月１８日　　　　　　　　　　　　　和歌山県知事公室 広報室
奈良県庁土木部道路維持課　道路維持課・河川課

　道路設備、河川管理につきまして、貴重なご意見をありがとうございました。
　また、回答が遅くなりまして申し訳ございません。
　さて、いただきましたご提言ですが、河川に対し空き缶などのゴミの落下を防止するという点で大変実効的な方法であると存じます。
　当県におきましても、既設防護柵の一斉改善は財源的に難しいところがありますので、まずは新設、改修の工事箇所において、地形や水路の有無などの状況に応じたモデル施工をおこない、その後、実績をふまえつつ、順次に導入箇所の拡大を検討してまいりたいと考えております。
　ご意見を参考とさせていただき、より一層の道路、河川の環境・安全の確保に努めたいと考えておりますので、今後とも奈良県の道路行政、河川行政に、なにとぞご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
平成１６年 ７月１６日
　　　　　　　　　　　　　奈良県 土木部道路維持課
　　　　　　　　　　　　　　　総務管理グループ　鈴木
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話0742-27-7499　

奈良市役所
　土木管理課・街路公園課・河川課・道路整備課・市民生活課長
ハード面での防護柵設置は、非常に有効な方法、固定概念に捕らわれずに目線を変えること重要
ご意見の回答を申し上げます。
奈良市としましては、空き缶のポイ捨てを防止するためには、基本的に個人のマナー向上がソフト面での最良の策と考え、ポイ捨て禁止条例を実施しております。奈良市は多くの世界遺産を有し、奈良国際文化観光都市として、住み良い美しい町づくりを目指しております。しかしながら、反面、タバコの吸殻や空き缶が目に付くのも事実であります。
ご提言いただきましたハード面での防護柵設置は、非常に有効な方法だと考えます。
本来、人の安全を考え設置される防護柵でありますが、その固定概念に捕らわれずに目線を変える事は重要と考え、今後、設置場所に応じて検討課題とさせていただきたいと考えます。

奈良市役所
　土木管理課・街路公園課・河川課・道路整備課・市民生活課長


奈良県生駒市　生活安全課

本市の場合防護柵の設置要件といたしましては、転落防止用と歩車道分離用の２種類になります。提案のご趣旨につきましては
今後新設の場合、設置場所及び現状を見て検討していきたいと思います。また、既設の設置場所の付け替えにつきましても
新設同様に考えて行きたいと思います
　奈良県橿原市役所　建設部　
   　新設改修時に提案をいかせたい！

　　　　空き缶対策で画期的な提案をありがとうございます。
　　当市でも空き缶等を含むゴミの散乱状況は、目にあまるものがあり、これは、　個々の道徳マナーの意識向上が必要であり、ポイ捨て防止啓発及び個々のクリーンキャンペーン
　　体験運動の必要性を認識しております。さて、道路管理者の転落防止柵を設置致します目的は、
　　あくまで歩行者等の安全確保を目的としております。
　　　今後は、転落防止柵の新設・改修する場合には、施工場所状況を十分考慮したうえで、ご提案
　　内容をいかせればと考えております。
　　どうもありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橿原市役所　建設部
大分県　道路課・河川課
　大分県では、県民の環境に対する意識の向上と県土美化の啓発を目的に「ごみゼロおおいた作戦」と銘打った運動を展開しており、河川内のごみについても、市長村や河川愛護団体と連携しながら除去に努めているところです。

　本県の河川行政の方針としては、河川内の草刈や維持補修などを円滑に行うことや、河川に近づき親しめる川づくりを進めるという観点から、基本的に柵等は設置しないこととしておりますが、特に都市部の護岸勾配が急な河川等においては、歩行者等の河川内への転落防止を図るための施設を設置（又は設置許可）している場合もあります。

　また、道路整備に際しての防護柵設置基準では、防護柵本来の性能をみたしていれば形状を問わないこととなっていますので、ご提案いただきました水路などへの空き缶落下防止を兼ねた防護柵を設置することも可能であると考えます。

　今後の転落防止柵や防護柵の設置、補修に当たっては、空き缶散乱の状況や関係する河川管理者、道路管理者等の施設管理上の課題など地域の状況を勘案しながら、ご提言の趣旨も参考にさせていただきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１６年８月３日

　　佐賀県河川砂防課長
散乱防止に有効な手段です

　貴重な御意見ありがとうございます。

　当課では、県内の１級河川（指定区間）及び２級河川の管理を行っております。
　基本的には、防護策を河川管理者で設置することはありませんが、道路等の河川敷占用者が人の転落防止等のために防護策を設置しているものは見受けられます。
　河川敷に道路等からの転落による空き缶が散乱している場所が今後発生すれば、散乱防止に有効な手段と考えられますので占用者等に提案していきたいと思います。

大阪府大東市　市長　岡本　日出士
メールを拝見いたしました。ご提案について回答させていただきます。
水路の空き缶、ビニールのごみ等についきましては、その対策に苦慮しており、現在ポンプ場等の
スクリーンのごみは、定期的に除去している状況です。ご提言については参考にさせていただき、
今後新たに防護柵を設置する際には、空き缶等が河川･水路におちない構造に改善してまいりたいと
考えております。　　平成１６年７月１３日　封書で返答のため管理人がリライト致しました（一部省略）
　香川県政策部広聴広報課
あなた様の「知事へのメール」を、確かに受け取りました。
ご意見をいただき、ありがとうございました。
　いただきましたメールは、知事が直接目を通しますし、回答が
必要な場合は、のちほど知事から返事を差し上げます。
 ただ、提言内容によっては、回答がお手元に届くまでに時間が
かかる場合もありますので、ご了解ください。
  また、氏名、住所、メールアドレス、電話番号など個人が特定
される個人情報の取り扱いにつきましては、十分注意しています
ので、ご安心ください。
 今後とも、県政に対し、ご理解、ご協力をお願い申し上げます。

平成１６年６月２２日

　　　　　　　　　香川県政策部広聴広報課
　　　　　　　　　　広聴グループリーダー　　徳永
西宮市河川水路課

（回答）
水路や河川に落ちる空き缶対策についてのご提案ありがとうございます。
本市においても、河川や水路の清掃時に多数の空き缶が回収されております。
水路に設置されている防止柵は、水路へ人や自転車などが転落することを防止する安全対策施設
であり、空き缶などの落下対策としては検討されていませんでした。
今後、空き缶などの堆積が多い場所については、道路管理者と協力し、対策手法の１つとして参考にさせていただきます。
兵庫県川西市土木部 土木管理室 道路管理課
　この度は「市政への提案」をいただきありがとうございました。
  本市におきましても、環境美化の推進は重要な施策の一つでありますが、空き缶のポイ捨てをさせないことを社会的ルールとして確立し、マナーの向上が求められるところです。
　さて、ご提案の転落防止柵ですが、環境美化の一方策として、柵が貢献できる可能性を有しております。しかしながら、柵の管理区分が国・県そして市のなかでも部署がまたがることから、何らかの統一性を図ることも重要なポイントと考えます。したがいまして兵庫県に働きかけると共に検討をしてまいりますので、ご理解賜りたく存じます。

天理市　土木課
ご提案の趣旨はよく理解させて頂きました。
貴重なご意見ありがとうございました。
現在設置してある、天理市内すべての防護柵の隙間を少なくするのは難しいですが、今後防護柵を新設・改修を行う際には参考にさせて頂きたいと思います。
環境美化対策について効果的なご意見がありましたら、今後も頂きますようにお願いします。
　　　　　　　　　　天理市　土木課


神戸市建設局下水道河川部河川課　

お寄せいただいたご提言について、回答させていただきます。

本市で採用している水路・河川沿いの防護鉄柵（転落防止柵）は、人の転落防止を目的に設置されていますが、一方ではその隙間から転がり落ちる空き缶は防げない構造になっていることを再認識いたしました。

今後の更新や新設の際には、地域や河川の状況なども勘案しながら、ご提言の趣旨を参考にさせていただきます。

貴重なご提言をありがとうございました。



（担当）神戸市建設局下水道河川部河川課　（電話）078-322-5466




松原市　都市整備部路道室からの返答

防護柵下部隙間を狭くするよう検討
メールを頂きましてありがとうございます。
松原市におきましては、安全柵設置の要件としまして、転落防止を最優先しておりますが、すべての既設の柵をご提言のような形状にするのは財政的にも困難であると考えます。
しかしながら、新たに設置する柵、付け替えする柵につきましてはご提言頂きました件も含めまして（防護柵下部の隙間を狭くする）を検討させて頂きたいと考えております。
また、本市の街の美化運動に関しましては、年4回の市内幹線道路の清掃を行うクリーンキャンペーンを始め、ポイ捨てなどの防止には日々啓発に全力を尽くしております。今後におきましても街の美化に向けて積極的に取り組んでまいります。
貴重なご意見ありがとうございました。今後ともよろしくお願い致します。
担当　、市民生活部環境政策課
　

泉大津市都市整備部土木課 の返答
柵の下部を狭くする措置を講じる

　ご指摘のとおり市内の水路に設置しています防護柵は、道路と柵の下部との間に隙間がございます。

　市内の水路にはゴミを効率的に除去するため、水路の要所々にスクリーンを設置しゴミの撤去を行っておりますが、市のゴミの種別的にはモウやナイロン袋等が主流を占めていますが空き缶類も多数見うけられます。

　今後、空き缶類が多く集まるスクリーンを特定し、試験的にスクリーン上流側の柵の下部を狭くする措置を講じるなど検討いたします。
　

　阪南市役所　事業部管理課
河川･水路の空き缶は大きな問題です
　ご指摘の空き缶などの不法投棄は、本市におきましても大きな問題であり、河川や水路の美化を進めていく上では解決していかなければならない問題だと考えております。そこで本市といたしまして柵の新設や改修をおこなう際
には、設置場所及び現状によって十分検討していきたいと考えており、今後も快適な町づくりに努力してまいります。
　

泉南市役所　都市整備部　施設管理課
設置を検討！
メール拝見いたしました。
現場調査をし、空き缶の回収の多い区間について
設置を検討していきたい。
　



和歌山県有田市役所　生活環境課の返答

　ご提言ありがとうございます。
今後の参考とさせていただきます。
　　　　　　　和歌山県有田市役所　生活環境課　生活環境係


尼崎市役所土木事務所公園・水路維持担当です。
ホームページ拝見いたしました。
水路の清掃で、どんなゴミが一番おおいかと　いいますと、やはり空き缶が一番多いです。（ほかにもたくさん　ありますが）　
原因は　心ない人たちのポイ捨てがおおく、対策としては、市報尼崎やＦ.Ｍアイアイにてごみのぽい捨てを　しないように　市民の方々に呼びかけたりしています。転落防止柵は　一定の規格品等を使用しております。
防止柵の下部を指摘されるのもわかりますが、水路を維持管理するうえにおいて、下部の隙間も　ある程度なければ水路を清掃する際、柵を取り外すことが
困難となります。　最終的には、ごみ等が道路等に捨てられる根本原因を解消していくことが大切なことと考えています。
今のところ　お答えできることはこれくらいです。２００３年 12月１６日
この尼崎の回答はおかしい！
「水路を清掃する際防護柵を取り外す事が出来ない」とあるがこれは一体何を言っているのか？私どもはポイ捨てされた空き缶が鉄柵の下からすり落ちないようにと鉄柵（ハード面）を改良しなさいと提言差し上げているのですよ
三重県松阪市建設部土木課維持係 
空き缶のポイ捨てには、大変苦慮している中で、空き缶
対策で画期的な提案をいただきお礼申し上げます。
さて、当市の河川、水路等の防護柵については、ガードレール、ガードパイプ、フェンスが多く設置されておりますが、ご提案されている防護鉄柵はほとんど使われていないのが現状であります。 
今後において、防護鉄柵の設置を含め関係各課ならびに自治会とも協議する中で、検討致したいと思います。

三重県松阪市建設部土木課維持係 
（０５９８）５３－４１５１



　尼崎市　都市整備局土木事務所　公園・水路維持担当課
再返答
今回、本市、まちづくり提案箱へのご提案ありがとうございます。

　本市の水路等に取り付けられております、転落防止柵につきましては、転落事故防
止を主な目的として取り付けられたものでございます。

　しかし、今回のご提案につきましては、本市の水路・河川における空き缶等の浮ゴ
ミ削減に関する貴重なご提案として、今後、参考にさせていた

だきます。ありがとうございました。

2004年６月２３日
尼崎市　都市整備局　土木事務所　公園・水路維持担当課
　



奈良県田原本町建設課からの回答　
水路のゴミに苦慮している！趣旨は理解できる、自治会と協議します
平素は、本町行政各般にわたり格別のご理解，ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　さて、この度、ご提言いただいたことについて、次のとおり回答させていただきます。
　本町では、道路・歩道に平行する水路の防護柵等については、
人などの転落防止のため道路管理者で設置しておりますが、ゴミ等
の不法投棄などの対応に苦慮しており、提言の趣旨は理解できると
ころであります。本町においては、水路の形状・形態や地域の特性などの条件が異なるため、一律に施工することは難しいのが現状であります。しかしながら、今後において防護柵等の設置に際しては、地元自治会等とも協議した上で、検討して行きたいと考えております。

　　　　　　　　　　　　　　　　担当窓口　　田原本町役場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建設課　管理係　


八幡市（京都府）　道路河川課(淀川上流）　　　２００３．１．８

防護柵の基準は、もともと人間を対象に考えられており、製品としては１５㎝以下になるように製造されています。本市では、それを特別に６cm

以下にすることは考えていません。ただ、新規で設置する場合は、自覆（コンクリートで２０㎝から３０㎝の嵩上げ部分）と

同時施工していくことを検討します。

堺市(大阪府)からの回答　　２００３．１．８
空き缶、ごみ問題は本市でも大きな問題！計画的に対応！

平素は本市土木行政等へ、ご理解ご協力いただき誠にありがとうございます。水路・河川等の環境を守るため「空き缶を水路・河川に落とすな」の提案について、土木部関係課で検討、確認した結果を次のとおり回答させていただきます。（堺市　土木部　建設総務課　

（回　答）

本市では、「堺市まちの美化を推進する条例」を制定し、ごみの散乱及び自転車等の投棄の防止について必要な事項を定め、きれいで快適なまちづくりを推進し､市民の生活環境の保全及び向上を図るため、市民、事業者、土地所有者等及び市が互いに協力し合い、目的達成に取り組んでいます。

　ご指摘にある空き缶等ゴミの不法投棄の問題は、本市においても大きな問題であり本市の管理する道路、河川や水路、またその敷地内へも不法投がされている場合があり対応に苦慮しております。

　土木部では、日常業務の中で道路美化、河川美化に努めると共に「毎月１０日の美化の日」・「内川土居川まつり」・「クリーンキャンペーン」及び出前講座を通じて、道路環境および水環境の重要性を訴えると共にゴミの不法投棄の問題についても啓発を行い根本的な問題解決に取り組んでおります｡貴会のご提案は、川のゴミを少しでも減らしたいというお気持ちからのものと理解し、有り難く思っております。さて、防護柵については、本市においても他市と同様、人などの転落防止と乱横断防止に大別し、防護柵設置要綱等に準拠して設置しております。ご提案にあるように、既設を含めすべての防護柵を改善することは困難でありますが、必要性や緊急性など現場状況に応じ計画的に対応していきたいと考えます｡また、最下部の隙間が６cm以下になるような防護柵が製品化されれば、新規設置分から採用する方向で検討していきたいと考えます。

環境にやさしいまち・美しい町は、市民の願いであり､堺市においても重点課題であります｡ゴミの不法投棄の問題については、施設面の対策も必要でありますが、前述のようなポイ棄てを行わないような取り組みがより重要であると考えます。現在も実施している啓発用標示板をポイ捨ての多発場所に設置するなど、自主的なボランティアの参加も募り、美化運動をより推進してまいりたいと考えています。　今後ともご提案や情報ついてお待ちしておりますのでよろしくお願いいたします。

ありがとうございました。

守る会より
堺市さま！　　下部の隙間を狭くした鉄柵が製品化されましたよ！
詳しくは高槻市道路河川室　におといあわせを！２００４．４．１０


枚方市役所　市長公室　広聴課長からの回答
新設、更新時に提案を活かしたい！

時下、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。平素は、本市行政各般にわたり格別のご理解、ご協力を賜り厚くお礼申しあげます。
さて、この度、ご提言いただきましたことについて次のとおり回答させていただきます。
「水路に落下する空き缶等の対策について」下水道部においてもゴミ等の不法投棄などの対応に苦慮しており、一部フェンスを設置する等対策を講じておりますが、水路の形状・形態や地域の特性など条件が異なるため、一律に施工することは極めて難しいのが現状であります。　しかしながら景観等も考慮すべき点であることの認識を持ち、地元自治会等とも協議を行い、今後、新設・更新時に際しては、提言いただいた趣旨も、検討事項の一つとして活かして行きたいと考えております。　以上のとおりです。貴重なご提言ありがとうございました。　　　　　　　　　　　（担当　下水道部　維持課）


兵庫県伊丹市建設部から回答
空き缶、塵芥の流失抑制の必要性あり！高槻市河川を守る会　様
「空き缶対策について」のメール拝読いたしました。
転落防止柵の下部パイプを低くし、路面との隙間を狭小にすることにより、水路等への空き缶の流出防止を図るとの、貴重なご提案をいただき有難う
ございました。本市の雨水も猪名川及び武庫川を通じて大阪湾に流出しており、空き缶を
含めた塵芥の流出抑制の必要性は認識しております。
ご提案いただきました手法も貴重な一つの防止対策だと考えていますので、
今後の検討課題であると理解しますが、本市におきましては、根本的には
「ポイ捨て」をする市民のマナーの問題であるとともに、柵の設置箇所につきま
しては、市内の水路と道路側溝に占める割合は少ないものであります。
等により、市民への啓発を強化し、空き缶等の塵芥の流出抑制を図って参りた
いと考えておりますので、ご理解をお願いいたします。
　　　平成１５年１月２７日　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　伊　丹　市建設部道路室
　　　　　　　　　　　　　　　　　　みどり環境部　生活創造課
　京都市　建設局からの回答　
新設、改修時に念頭におきます！

　貴重な御意見をありがとうございます。
　お返事が遅くなり申し訳ございません。
　さて、ご提言のありました水路に落ちる空き缶対策について、
お答えいたします。
　京都市では、道路端には，転落防止のため、危険箇所に防護柵を設置しており
ます。この柵は，全て既製品を使用しているため，最下部に隙間があるのは，御指摘
のとおりです。
　この隙間を６cm未満にした場合柵の強度等防護柵機能への影響は考えていく
必要があると考えます。
斬新な御意見ですので防護柵の新設、改修時には、御指摘の点を念頭におい
てまいりたいと考えておりますので御理解いただきますようお願いいたします。
　　　　平成１５年１月２７日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都市建設局　　　宇野　幸晴

　貴重なご提案ありがとうございます。
　本市の管理する河川にも空き缶等を捨てられているケースが多くあり，自治
会等の市民団体による清掃作業や定期的に清掃作業を業者に委託するなどし，
河川美化の推進に努めております。
　ご提案の川に落ちる空き缶対策としての新タイプの防護柵についてですが，
防護柵の新設・取り替え時には，ご提案の趣旨を参考にさせていただきたいと
考えております。
　なお，空き缶等のゴミの河川・道路等の公共施設への不法投棄の防止には，
ご提案のような新タイプの防護柵の設置だけでなく，市民のマナーの向上が大
切であると考えております。
　　　　　　　　　　　　　　平成１６年７月２日
　　　　　　　　　　　　　　　　　京都市建設局管理部建設総務課
静岡県富士宮市長　小室直義
日時 : 2004年7月13日 16:35
モラルに頼るだけでは無理
「空き缶対策で画期的提案」の件につきましては、次のとおりです。
　等市でも、河川への空き缶等ゴミが原因の水質汚濁及び河川環境の悪化についての問題には非常に苦慮ております。
　ご提案の方法は、河川のゴミ対策の一手法として理解しております。河川環境を守る事が出来、ゴミの清掃手段としてもより容易であることも理解できます。設置場所については、道路形態などの要因を考慮しての使用となると思われますが、当市でも安全対策の手法としてご提案に近い方法を取り入れた事例がございます。　ゴミ問題については、河川だけでなく道路や公園など公共空間での抜本的な解決方法が望まれています。住民のモラルに頼るだけではなかなか進まないのが現実で、
住民の皆様との協同で環境の美化を推し進めることも必要と思われます。
　今後も効率的な手法がございましたらご提案下さい。
　また、貴重なご意見ご要望をお寄せ下ださい。

担　　当：都市整備部　河川課
　　　　　　村松　久


富士市長　鈴木　尚
　市長への手紙ありがとうございました。早速拝見させていただきました。
　これからの市政の参考にさせていただきます。
　今後とも、市政へのご協力をよろしくお願いします。

平成１６年　６月　２４日　　　富士市長　鈴木　尚


　
高松市長　増　田　昌　三
　
　この度は，空き缶対策に係る環境防止への御提案をいただきありがとうございます。
　本市におきましては，昭和５４年に市民と行政が一体となり，清潔で快適な美しいまちづくりの実現のため，「環境美化都市宣言」を行うとともに，市内の関係団体・市議会・行政の代表者で組織する「高松市環境美化都市推進会議」を発足し，各種の環境美化意識の啓発活動をはじめ，本市のシンボルロードである中央通りの一斉清掃，クリーン高松推進事業による地区内の一斉清掃，また，道路里親制度いわゆる「高松マイロード事業」など様々な環境美化活動を推進し，美しいまちづくりに努めてきたところでございます。
　その後，空き缶やたばこの吸い殻等の散乱を防止し，容器包装の再資源まち
の美観向上を目的として，平成９年に高松市環境美化条例を制定し，より美しく住みやすいまちとするため，空き缶，たばこ，ゴミ等のポイ捨ての禁止に向け，市民と一体となって取り組んでいるところでございますが，ゴミ問題の解決には，一人一人の環境に対する意識の向上と，ゴミを捨てないことが根本的な解決方法と考えております。
　また，土地改良区および関係水利組合等が管理している農業用用排水施設において，空き缶等のゴミ放棄防止については，啓発用看板を設置するなど対策を講じておりますが，土地改良区が毎年，田植え時期前の5月～6月に掛けて，泥土等の除去・処分を行っている中で，泥土等に混じって空き缶等のゴミが多く見受けられ，苦慮しているところでございます。
　御提言の「空き缶対策」につきましては，道路上に放置された空き缶等が水路へ入るのを防止するための一考でございますが，農業用用排水施設への防護柵設置および防護柵の改良については，当施設の管理者と，管理上の諸問題も含め種々協議する必要もございますことから，早速部局に指示し，今後の検討課題として取り組んでまいりたいと存じます。　　高松市長　増　田　昌　三
松山市長　中村時広

　わくわくメールをいただきありがとうございます。
　本市では防護柵につきましては、交通安全上必要な箇所に、人や自転車の転落を防ぐ目的で設置を行っています。ご指摘のようにこれらの防護柵には道路面との隙間が有り、特にガードレールやガードパイプには、幼児等が潜り抜けるため網等を設置した場所もございますが、空き缶等を想定したものではございません。
　本市でも道路に空缶などのポイ捨てがあり、これの対応に苦慮しているところです。これを防止するには個人のモラルやマナーの向上が必要であるとともに、道路がきれいな状態であればポイ捨ても減少するものと考えています。このため、本市では「まつやまマイロード制度」を制定しています。これは道路の里親や名付け親を募集し、年数回の清掃美化活動を行うなどして、美しい道路環境づくりと、道路愛護意識の高揚を図っているところです。
　しかしながら、ポイ捨てもまだまだ多く、空き缶などが中央分離帯や植樹帯などに見受けられるところもございます。ご提言のようにポイ捨てされた空き缶などが、道路から水路に転がり落ちることも考えられることから、道路と水路が並行していて、防護柵の設置が必要な箇所などについては、水路の管理者や土地改良区とも協議し、今後の課題として検討したいと考えています。
　貴重なご提言ありがとうございました。
福岡県古賀市長　中村　隆象からの回答
   貴重な御意見ありがとうございます。当市の場合、市街地内の河川は全て県営河川で県が管理を行っております。又、水路に関しても、大半は暗渠であったり、住宅地の中を通っていたりと、あまり道路に面した場所はなく、現在のところ、特に今回御提言を頂いた状況にはありません。当市と致しましては、今回の御提言を貴重な御意見として、今後の水路整備等の際には十分に検討して参ります。
　

　

熊本県土木部河川課長
空き缶を水路・河川に落とさない画期的な提言について
　このたびは、貴重なご意見をいただきありがとうございました。
　本県の河川で、事例のような防護柵を設置している箇所は排水機場等以外にありませんが、
ご提案の趣旨は今後の事業実施の参考とさせていただきます。
　　平成１６年６月３０日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊本県土木部河川課長
　

長野県伊那市長からの回答(原文のまま）平成14年10月29日
　　伊那市長の小坂　樫男です。
　　メールをいただきましてありがとうございました。水路の鉄柵についての
　　伊那市長へのメール」について返信します。
　　ご指摘のように、空き缶のポイ捨て等を含め、河川環境の悪化は当該市町村だけの問題ではなく、上流　　に暮らす我々も共に取り組ま　　なければならない問題だと考えております。
　　メールにありますフェンスの隙間の件でございますが、伊那市の場合は市民から次の二つ要望があり隙間はあけるようにしています。
　　　　① 充分な隙間がないため除雪作業が困難である。
　　　　②刈り払い機等使用する除草作業時に非常に危険である。
　　このような地域的特性も踏まえて、一律にフェンスの隙間を６ｃｍ以下にすることは、難しい面があることをご理　　解お願いします。


利根川流域５市環境連絡協議会からの回答
　メールを頂きお返事送れましたことをお詫びいたします。
淀川上流の高槻市が空き缶問題について河川・大阪湾まで意識してかくも画期的なご提案されていることに敬意を表します。空き缶は夏季に増えますので早速この提案を検討いたしましたところ予算を伴わない大変有効な対策であると思われますので各市で今後の防護鉄柵の設置において徹底いたしたいと申し合わせいたしました。
　　　　　　　　　　　　　平成１４年１１月１５日　　　　　利根川流域５市連絡協議会


愛知県空き缶対策問題連絡会からの回答
　　１０月１０日付けの空き缶問題メール受信について返信させていただきます。私どもは主にメーカ責任を厳しく問い、空き缶問題に真剣に対策を講じるよう働きかけております。高槻市の河川守る会からの提言を拝見し、今までの盲点であったと受け止め、早速名古屋市環境部の空き缶対策担当者および建設部道路課に水路の防護柵について貴提言の見解を求めましたところ、技術的に研究し、前向きに実施の方向で採用いたしたいと返答頂いています。
空き缶は一旦河川に流れると回収費用が増大し回収するまで自然消滅することはなく河川・海洋に堆積し続けます。回収はほとんど不可能です。
市民の提案で実行できるところからすぐとりかかり、いろんな対策を複合的に取り上げ実施していくことが重要であると認識しています。愛知県も木曽川、揖斐川、矢作川、豊川はじめ名古屋港、伊勢湾、知多湾、三河湾等、海に面しています。今後とも空き缶問題で情報交流お願いいたします。
　　　　　　　　　２００２．１１．２０
大阪府土木部河川室河川環境課
空き缶対策に関する、大阪府河川室の方針をご説明させていただきます。 
・現在、大阪府は淀川と大和川に流れ込む一級河川と二級河川を管理しており、 
　その他の水路は市町村の管理となっております。 
・大阪府としましては、空き缶のポイ捨てを防止するためには 
　基本的に個人のマナーの向上が必要と考えております。 
・ネットフェンスで川を締め切っても、結局はポイ捨てとゴミ拾いの 
　いたちごっごになってしまう、と考えており、 
　転落防止柵は高低差があり転落事故の危険性がある箇所に限って 
　設置しております。 
・河川の環境美化及び空き缶を含むゴムの不法投棄を防止するため、 
　大阪府では住民の皆様や市町村と協働し、 
　クリーンキャンペーンやアドプトリバープログラム、水辺の学校など、 
　清掃作業や啓発活動などののソフト対策を推進しております。 
・これと併せ、住民の方々に川に対する親しみを深めていただくため、 
　川に気軽に近づけるような環境を整備していくことと致しております。 
　河川愛護に向けた貴重なご意見は大変ありがたいので、 
　今後ともいろいろとご意見をいただくようお願いいたします。 
　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府土木部河川室河川環境課　楠本より


皆様から、特に自治体からのご意見お待ちしています
送り先
asshor15@ybb.ne.jp
高槻市道路･河川の環境と安全を守る会
　防護鉄柵問題を考える全国運動を展開中　
　　事務局　高槻市東五百住町２－３３－１１
　　電話&FAX　　０７２－６９３－０４４０
　　携帯　　　　　０９０－９８８４－３９１４　　



　　　　　　　

PAGE  
41

